
 

日本工業規格 JIS 
 B 8265：2010 
 

圧力容器の構造－一般事項 
 

正 誤 票 
区分 位置 誤 正 

本体 5.1.3 耐圧部分…適用しない。 
a) 炭素鋼又は低合金鋼 2.5 mm 以上…，

3.5 mm 以上。）。 
b) ステンレス鋼，ニッケルクロム鉄合金

1.5 mm 以上…，2.5 mm 以上。）。 
c) 圧力容器の耐圧部分に使用する材料

に腐食又は壊食が予測される場合に

は，適切な腐れ代を設定する。 

耐圧部分…適用しない。 
圧力容器の耐圧部分に使用する材料に

腐食又は壊食が予測される場合には，適切

な腐れ代を設定する。 
a) 炭素鋼又は低合金鋼 2.5 mm 以上…，

3.5 mm 以上。）。 
b) ステンレス鋼，ニッケルクロム鉄合金

1.5 mm 以上…，2.5 mm 以上。）。 
 図 7 図中の記号の意味は，次による。 

 
tm ：すみ肉，片面 V 形又は J 形開先で

溶接される部材の薄い方の厚さ又

は 19 mm のいずれか小さい値 

図中の記号の意味は，次による。 
 

tm ：溶接される部材の薄いほうの厚さ

又は 19 mm のいずれか小さい値 

 図 9 図中の記号の意味は，次による。 
 

tn ：ノズルなどの呼び厚さ（mm） 
 

tm は，すみ肉，レ形開先又は片面 J 形

開先で溶接される部材の薄いほうの厚

さ，又は 19 mm のいずれか小さい値と

する。 

図中の記号の意味は，次による。 
 

tn ：管台などの呼び厚さ（mm） 
 

tm は，溶接される部材の薄いほうの厚

さ，又は 19 mm のいずれか小さい値と

する。 

 図 10 a) 図中の記号の意味は，次による。 
 

t1，t2，tc，tw：すみ肉溶接ののど厚（mm）

 
tm は，すみ肉，レ形開先又は片面 J 形開

先で溶接される部材の薄いほうの厚さ，

又は 19 mm のいずれか小さい値とする

図中の記号の意味は，次による。 
 

t1，t2 及び tc：すみ肉溶接ののど厚（mm）

tw ：すみ肉溶接ののど厚又は図に示す

寸法（mm） 
 

tm は，溶接される部材の薄いほうの厚

さ，又は 19 mm のいずれか小さい値と

する。 
 図 10 b) 図中の記号の意味は，次による。 

 
tc ：すみ肉溶接ののど厚で，6 mm 又は

0.7tm の小さい値以上 
r1 ：1/8 t≦r1≦1/2t 

図中の記号の意味は，次による。 
 

tc ：すみ肉溶接ののど厚で，6 mm 又は

0.7tm の小さい値以上 
t ：胴又は鏡板の呼び厚さ（mm） 
tm ：溶接される部材の薄いほうの厚さ，

又は 19 mm のいずれか小さい値 
tw ：図に示す寸法（mm） 
r1 ：1/8 t≦r1≦1/2t 
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B 8265：2010 正誤票 

 

 
区分 位置 誤 正 

本体 図 11 図中の記号の意味は，次による。 
 

tc，t1，t2，t3 及び tw：すみ肉溶接ののど

厚（mm） 
tm ：すみ肉，レ形開先又は片面 J 形開先

で溶接される部材の薄いほうの厚

さ，又は 19 mm のいずれか小さい

値 

図中の記号の意味は，次による。 
 

tc，t1，t2 及び t3：すみ肉溶接ののど厚

（mm） 
tw ：すみ肉溶接ののど厚又は図に示す

寸法（mm） 
tm ：溶接される部材の薄いほうの厚さ，

又は 19 mm のいずれか小さい値 
 図 12 b) 2) 図中の記号の意味は，次による。 

c ：tn 又は tx のいずれか小さい値（mm）

tn ：胴又は管台の呼び厚さ 

図中の記号の意味は，次による。 
c ：tn 又は tx のいずれか小さい値（mm）

t ：フランジの厚さ（mm） 
tn ：胴又は管台の呼び厚さ 

表 B.1（続き） 
種類： 
JIS G 5111， 
記号： 
SCMn2A， 
グループ 
番号の欄 

2 3 

表 B.1（続き） 
注 l) 

この数値を用いる場合は…行い，次の表

の規定強さを確認しなければならない。 
なお，S10C 並びに S12C 及び S15C の上

段は発電機器に適用する。 

この数値を用いる場合は…行い，次の表

の規定強さを材料試験成績書で確認しな

ければならない。 

附属書 B 

表 B.4（続き） 
注 a) 

この数値を用いる場合は…行い，次の規

定強さを確認した後に用いる。 
この数値を用いる場合は…行い，次の規

定強さを材料試験成績書で確認した後に

用いる。 
表 D.3 
種類：JIS G 
3103 の行 

 種類 JIS G 3101 の行を追加 
別途 a) 

表 D.4 
種類：JIS G 
4303，JIS G 
4304，JIS G 
4305， 
記号： 
SUS430 の

行 

 種類 JIS G 3463 の記号 SUS430TB の行を

追加 
別途 b) 

附属書 D 

表 D.7（銅） 
種類：JIS H 
4552 の行 

 種類 JIS H 4552 の質別 A の次に質別 SR
を追加 
別途 c) 

F.8 b) 1) A2＝5(tn－tm)fr1t 
A2＝5(tn－tm)fr1tn 

A2＝5(tn－tr n)fr1t 
A2＝5(tn－tr n)fr1tn 

附属書 F 

F.8 b) 2) A2＝5(tn－tm)fr1t 
A2＝2(tn－tm)(2.5 tn＋te)fr1 

A2＝5(tn－tr n)fr1t 
A2＝2(tn－tr n)(2.5 tn＋te)fr1 

附属書 H H.4 フランジの計算厚さは，…小さい値とす

る。 
フランジの計算厚さは，…大きい値とす

る。 
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区分 位置 誤 正 

附属書 I 図 I.2 b) 4) 

 

附属書 M 図 M.1 a) 

（ ）訂正箇所 

Q.5 a) 平均リガメント効率は…，Q.3.3 によっ

て求める。 
平均リガメント効率は…，Q.3.4 によっ

て求める。 
附属書 Q 

Q.5 b) 2) BCD 線を…，Q.3.3 によって…求める。 BCD 線を…，Q.3.4 によって…求める。

平成 23 年 12 月 1 日作成 
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